
＜土総様式１＞

土木総務課№ 23 策定年月日 R元年12月12日

施設名称 所管所属名称

大分類 公用施設 中分類 防災関係施設 小分類 防災機材倉庫

構造 鉄骨造 用途 除雪基地 建築日 1978年11月10日

経過年数 40年 耐用年数 34年 目標使用年数 45年

運営方式 直営（委託） 管理者名称 北部土木事務所栗原地域事務所 全延床面積（㎡） 246.11㎡

所在地

必要性の有無 有

個別施設計画

１　対象施設・施設概要

施設情報

栗駒耕英除雪基地 北部土木事務所栗原地域事務所

公共施設等総合管理方針施設分類

主要建物概要

栗原市栗駒沼倉耕英東46-1、46-2

２　計画期間

令和２年度から令和１１年度までの１０年間

３　点検・診断によって得られた個別施設の状態

 別添「県有建築物保全点検結果報告書」のとおり

４　当該施設の必要性

必要性の判断理由
旧栗駒町の山間部に位置し、北部土木事務所栗原地域事務所の除雪作業を行うための大型除雪機
械、車両等を格納する施設であり、道路利用者が安全・安心して走行するためにも必要性が高い。

５　施設ごとの今後の対策

管理に関する基本的
な考え方を踏まえた
施設の管理方針

　 職務遂行にあたり必要不可欠な施設であり、適正な維持管理が必要であることから、今
後も適切な維持管理に努める。
   点検・補修結果については、データを蓄積し今後の施設保全に活用する。
　 また、予防保全の考え方を取り入れ、劣化状況等に応じた周期的な改修等を図るととも
に、計画的な修繕・更新を行う。

施設間・対策間の優
先順位の判断内容

　令和3年度当初現在築42年で、耐用年数34年（目標使用年数45年）を経過し、全体的に老
朽化している。
　平成30年7月に実施した県有建築物保全点検結果では、建築物の外部（積雪・落雪による
外装仕上げ材（石綿含有）のひび割れ及びサッシの変形）及び内部（発錆によるシャッター
固定用縦銅縁の欠損）について「Ｃ」判定を受け、同年中に修繕を行った。また、当該施設内
に貯蔵している除雪車両用燃料の取扱に関して、管轄消防署から「少量危険物貯蔵庫」の
設置が必要であるとの指導を受けていたことから、令和2年度で優先的に施工した。
　令和3年8月に実施した同点検結果では、再び建築物の内部（シャッター固定用縦胴縁の
欠損）について「Ｃ」判定を受けたことから、令和4年度以降修繕を検討する必要がある。
　今後は、計画的な保全点検に努めながら、適正な維持管理をしていく。

設置根拠規定等
地方自治法第155条第1項、第156条第1項
行政機関設置条例第15条ほか

業務内容 行政組織規則第95条6項



23

番号
中長期

保全計画
対象区分

1500㎡以
上

防災拠点 建物名称 財産区分
取得

年月日
建築

年月日
建面積
（㎡）

延床面積
（㎡）

階数
（地上）

階数
（地下）

建物用途 建物構造
耐用
年数

目標
使用
年数

経過
年数

点検区分

1 - - - 車庫 行政財産 1978/11/10 1978/11/10 246.11 246.11 1 除雪基地 鉄骨造 34 45 40 保全点検
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土総№

栗駒耕英除雪基地（棟情報一覧）



＜土総様式２＞

土総№ 23 栗駒耕英除雪基地

短期保全計画表（施設全体） （千円）
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 備考

0 0 0 603 603 603 603 603 603 603 603

0 2,970

0 2,970 0 603 603 603 603 603 603 603 603

（棟別内訳） （千円）
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 備考

１棟 車庫 ○ ○ ○

国交省平均単価 国交省平均単価 国交省平均単価 国交省平均単価 国交省平均単価 国交省平均単価 国交省平均単価 国交省平均単価

0 0 0 603 603 603 603 603 603 603 603

危険物貯蔵庫設置

0 2,970

１棟 車庫

チ　廃止・撤去

１棟 車庫

施設維持管理費
（施設の維持管理に係る通常の予算額）

１棟 車庫

ト　機能転換・用途変更

ホ　更新・建替

１棟 車庫

へ　複合化・集約化

１棟 車庫

１棟 車庫

ロ　中長期保全計画に係る対策費用　又は
修繕A（予防保全）に係る費用

１棟 車庫

ハ　中長期保全計画に係る対策費用　又は
修繕B（事後保全）に係る費用

１棟 車庫

ニ　耐震化費用（非構造部材）

イ　点検・診断　（実施予定年度に○）

　施設名称：
ロ　中長期保全計画に係る対策費用　又は
修繕A（予防保全）に係る費用
ハ　中長期保全計画に係る対策費用　又は
修繕B（事後保全）に係る費用

ニ　耐震化費用（非構造部材）

ホ　更新・建替

へ　複合化・集約化

ト　機能転換・用途変更

チ　廃止・撤去

施設維持管理費
（施設の維持管理に係る通常の予算額）

合計



（別紙様式２）（建築）

 　②延べ面積： 246 ㎡　③階数： 地上１階  　④竣工年度：　昭和 53

1 -

2 - 1

2 - 2

3 -

4 -

5 -

6 -

積雪や屋根からの落雪を踏まえたサッシの交換もしくは開口計画の見直しが望まれる。

　（指摘項目）避難施設等 判定

―

　（対策等）

①用途： 車庫・倉庫等

　（指摘項目）

　（指摘項目）

　（指摘項目）

縦胴縁の交換や錆止めの塗り直し等の計画的な修繕が望まれる。

判定

C

―

判定

年度

積雪による荷重及び屋根からの落雪により，サッシが変形し、一部が胴縁から脱落してい
る。

県有建築物保全点検結果報告書　　
施設名称：
所在地： 栗原市栗駒沼倉耕英東４４

建物棟名称：

その他

積雪による荷重及び屋根からの落雪により，外装仕上げ材の石綿スレートにひび割れが
発生し、多数穴が開いている。

 敷地及び地盤

建築物の外部

屋上及び屋根

建築物の内部

建築物の外部

　（指摘項目）

　（指摘項目）

　（対策等）

指摘事項（不具合内容，関係法令）及び対策等項目

栗駒耕英除雪基地

特記事項

　（指摘項目）

―

　（対策等）

判定

栗駒耕英除雪基地車庫

　（対策等）

判定

C

　（対策等）

判定

C

　（対策等）

積雪や屋根からの落雪を踏まえた計画的な外装仕上げ材の改修等が望まれる。

判定

A

　（対策等）

シャッター固定用の縦胴縁に錆が発生し、一部欠損している。



※　判定欄には、建築基準法上の支障の有無について、以下の指標により記入願います。
Ａ　「指摘なし」：支障なし　　　Ｂ　「要注意」：経過観察が必要
Ｃ　「要計画改修」：長寿命化の観点から計画的な対策が必要
Ｄ　「要是正」：・危険防止の観点から早急な対策が必要
　　　　　　　　　・建物の機能維持に重大な影響があり早急な対策が必要

　

北部土木事務所　

点検実施日：

立会者職氏名

点検者職氏名
平成30年7月4日

技術副所長　佐藤　廣喜
技　　　師　繁澤　悠介

主　　　幹　小松　澄江
北部土木事務所栗原地域事務所


